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合
之

法

巻
之

一

凡

例

一

此

帳
合

法
の

原
書
は

千
八

百

七

十
一

年
ア

メ

リ

カ

商

売
学
校

の

先
生

ブ

ラ

イ

ヤ

ン

ト

並
に

ス

タ

ラ
ッ

ト

ン

の

両

人

が

著
述
せ

し

学
校

用
ブ
ッ

ク

キ

イ

ピ

ン

グ

と

云

ふ

書
な

り

ブ
ッ

ク

キ

イ

ピ

ン

グ

と

は

帳
合

の

ヿ

な

り

一

帳

合
に

畧

式
と

本

式
と

二

様

あ

り

初
編
二

冊

に

は

先
つ

略

式

の

み

を

訳
し

本

式
も

其

訳
半
成
り

た

れ

ば

近
日

こ

れ

を

第
二

編
と

し

て

出

版
す

可
し

一

書
中
の

訳
例
を

記
す

前
に

序
な

が

ら

余
が

此

書
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翻
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し
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趣

意
を

示

す

ヿ

左

の

如

し

第
一

古

来
日

本

国
中
に

於

て

学
者
は

必
ず

貧
乏
な

り

金
持
は

必
ず

無

学
な

り

故
に

学
者
の

議
論
は

高
く

し

て

口

に

は

よ

く

天

下

を

も

治
る

と

云

へ

ど

も

一

身
の

借

金
を

ば

払
ふ

ヿ

を

知

ら

ず

金

持
の

金
は

沢
山

に

し

て

或
は

こ

れ

を

瓶
に

納
て

地
に

埋

る

ヿ

あ

れ

〓

天

下

の

経

済
を

学
て

商
売
の

法

を

遠
大

に

す

る

ヿ

を

知

ら

ず

盖
し

其
由

縁
を

尋
る

に

学
者
は

自
か

ら

高
ぶ

り

て

以

為
ら

く

商
売
は

士

君

子
の

業
に

非

ら

ず

と

金
持
は

自

か

ら

賤
し

め

て

以

為
ら

く

商
売
に

学
問
は

不

用
な

り

と

て

知

る

可
き

を
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ら
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学
ぶ
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学
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し
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り

た

る

な

り

何
れ

も

皆
商
売
を

軽

蔑
し

て

こ

れ

を

学
問
と

思

は

ざ

り

し

罪
と

云

ふ

可
し

今
此

学
者
と

此

金

持
と

を

し

て

此

帳
合
の

法
を

学
は

し

め

な

ば

始

て

西

洋
実
学
の

実
た

る

所
以

を

知

り

学
者
も

自
か

ら

自
身
の

愚
な
る

に

驚
き

金

持
も

自
か

ら

自

身
の

賤
し

か

ら

ざ

る

を

悟
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相
共
に

実
学
に

勉

強
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て

学
者
も

金

持
と

為
り

金

持
も
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と
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り
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天

下
の

経
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一

面

目
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全

国
の
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に
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都
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諸
方
大

家
の

帳
合
を

見
聞
す

る

に

何
れ

も

皆

混

雑

多
く

一

商

家
の

棚

卸
に

は

店

中

惣
掛
り

に

て

二

箇
月
を

費
し

尚

不

分

明

な

る

も

の

多
し

帳
合
の

宜

し

か

ら

ざ

る

証
拠
な

れ

〓

今
日

に

至
る

ま

で

こ

れ

を

改

正

し

た

る

者
あ

る

を

聞
か

ず

一

家
の

不

便
利
の

み

な

ら

ず

天

下
一

般
の

不

便

利
と

云

ふ

可
し

今
こ

の

訳
書
は

唯

西
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帳
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の

初

歩
な

れ

ば

固
よ

り

こ

れ

を

以

て

諸

商

売
の

帳

合

を
一

変
し

て

全
く

世

の

不

便

利
を

除
く

可
き

に

は

非

ざ

れ

〓

先
づ

此

書
を
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て

帳
合

学
の

門
に

入
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次

て

二

編
の

本
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進
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す

る

ヿ

あ

ら
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遂
に
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全

国
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私
の

会
計
を
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し

て

小

な

り

と

雖
〓

尚

な

き

に

優
れ

る

乎

第
三

前
条
に

も

云

へ

る

如

く

古

来
日

本
に

て

は

学
問
と

家
業

と

互

に

縁
な

く

学
者
は

字
を

知

る

ほ

ど

益

高
く

し

て

天

に

も

登
ら

ん

と

し

無

学
の

百

姓

町

人

は

益

軽

蔑
せ

ら

れ

て

地

に

も

入

ら

ん

と

す

る

の

勢
に

て

互

に

近
づ

く

ヿ

な

し

或
は

好

事
の

百

姓

町

人

少

し

く

書
を

読
て

学
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の

真
似

を

す

る
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あ

れ

ば

無

用
の

漢
文

詩
歌
に

ふ

け

り

物

の

数
を

知

ら

ず

金
銭
の

勘
定

を

忘
れ

家
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の

便

利
に

は

為
ら

ず

し

て

必

ず

身

代
を

破
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に

至
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り
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は

学
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を

見
て

表
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に
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を
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て
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に
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其
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弟
を
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て

読
書
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す
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今
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本
と

為
し

平

民
の

子

弟
或
は

其

学
び

し

ヿ

を

家
に

帰
て

父

兄

に

語
る

ヿ

あ

ら

ば

父

兄

も

始

て

洋

学
の

実
な

る

を

知

り

安
心

し

て

其
子

弟
を

学
問
の

道
に

入

る

ゝ

者
次

第
に

多
か

る

可
し

然
は

則
こ

の

冊

子
は

帳
合

の

法
を

教
る

の

み

な

ら

ず

一

般
に

学
問
の

着
実
な

る

証

拠

を

示

し

て

周
ね

く

世

人

を

読
書
の

門

に

導
く

も

の

と

云

ふ

可

し

和

漢
古

今

の

空

学
者
流

が

人

を

愚

に

せ

し

罪
は

深
と

雖
も

此

一

書
の

願
力

に

由

て

其

罪

業
を

消

滅
し

農
工

商
三

界
の

万
霊
に

開
知

の

功

徳
を

施
す

を

得
ん

乎

斯
の

如

く

な

ら

ば

余
が

翻

訳
の

労
に

報
を

得
る

も

亦

大

な

り

と
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き

な

り

一本

ト
為
ー
二
子
氏
ノ

ー一
三'Ji_
PO  

I 

ヲ
パ

) 1.,,-

ン

テ
晃
子
ネ
す

J

此
子
問

ノ

五廿

子

与え
p、

、
．．
． 
，，．a
 

h
い

、

ゴ

IEvfγ 

ハ
比
八
勝
γ
ピ

子
手
、
久

え

も

y、

・〆

ーピ

的
問
テ
汗
苧
ノ
す
、
f

ノ

道
ュ

A 

、

者

次

弟

pレ

快
A
A
P

ノ
決
ナ
教
ル

手
間
ノ
看
安
ナ

ル

誇

提

？

示

1 

返

す

グ

モ

ノ

十

-y,-

フ
4

川
1
・

〆

テ

到

内

で

罪
p、

？‘、

ι

今，d

・
、

vリ
d
M

，

、‘

．．
 

L
F

，
 
・ι
・

負

”と

ノグ

7

家
ユ

)l~- 

-fi.-
‘＇－....，. 

締

ア

え

れ

/l 

y
わ
’
づ
〆

グ
：グ
tJ 

-1 

－7

、ス

人＼

L

一、j

〆

p

ro

－－4 

舟え

ァ
斗
竣
今
一
P

ノr, 

レ

Amv

浅
十
o
A
γ

ノ

山
一
上
均
r
者

広

川

小

μ

J~ 

主斗‘

，

殺

、成－
V

常
収
エ
高
一
一一
界
ノ
高
室
－
一

－z
f
k
k
’
 

j訪ー

づ県ロ

ク

ト

？｜ 可一

τ氏

-./-

J7 
ナ

パ
八
示
が

善寺1

2孝

勢

者乏初

チ T巻

関
矢P

ノ

，， 

一
g:1 1手
十γ

ー
ハ
切
手
ぜ
示

dも
フ、

,t-

ぞ曹

ナ；官、

大 ノ＼

円ブ

お
よ

ア
中
目

8
す

づぺ，

今三

寸－



第
四

帳
合
も

一

種
の

学
問
た

る

は

此

訳
書
を

見
て

既
に

明
白

な

り

さ

れ

ば

商
売
も

学
問

な

り
工

業
も

学
問
な

り

又

一

方
よ

り

論
ず

れ

ば

天

の

定
則
に

従
ひ

心

身
を

労
し

て

其
報
を

得
る

も

の

は

商

売
な

る

ゆ

え

役

人

の

政

を

為
し

て

月
給
を

得
る

も

商

売
な

り

古
の

武
士

が

軍
役

を

勤
て

禄

を

得
る

も

亦

商
売
な

り

然
る

に

世

の

人

皆

武
士

役
人

の

商

売
を

貴
く

思
ひ

物
を

売

買
し

物
を

製
作
す

る

商

売
を

賤
し

く

思
ふ

は

何
故

ぞ

畢
竟
商

売
を

貴
き

学
問
と

思
は

ざ

り

し

心

得
違
な

り

其
心

得
違
の

甚

し

き

に

至

て

は

一

身
の

利
害
を

も

忘
る

ゝ

者

多
し

試
に

一
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を
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こ

れ

を
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る

も

商
売
な

り

武
家
奉
公

も

商
売
な

り

先
づ

十

万

石

の

大

名

の

家
を

一

商
社

と

す

れ

ば

一

年
の

利
潤
正

米

四

万
石

な

り
一

石

三

両
の

相

場
に

す

れ

ば

代

金
十

二

万
両

此

内
四

分

の

一

即

ち

三

万
両
は

社

頭
た

る

殿

様
の

用
に

供

し

残
て

正

味

の

利
潤

九

万
両
と

す

こ

の

商

売
を

為
す

に

上

家
老
よ

り

下

足

軽
小

者

に

至

る

ま

で

凡

千
二

百

人

の

働
な

か

る

可
ら

ず

九

万
両

を

平

均
し

て

千
二

百

軒
の

家
に

分

て

ば

一

年
七

十

五

両

な

り
よ

き

武
家
に

は

奉
公

人

を

召

使
ふ

者
も

多
き

ゆ

へ
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家
の

人

数
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下
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六
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士

の

利
潤
は

大

凡

こ

の

割
合
な

る

可
し

今
こ

の

武
家
商
売
を

止

め

古

来
受

負
の

軍
役
は

常
備
の

兵

隊
に

譲

渡
し

て

其
身
は

物
を

製
造
し

物

を

売
買
し

物
を

運
送
す

る

の

商
売
を

始
め

な

ば

其

利

潤

必

ず

以

前
に

倍
す

可
し

一

身
の

利

得
な

ら

ず

や

家

内
六

人

の

内
三

人

を

老
幼

病
人

と

し

三

人

を

達
者
な

る

男
女

と

し

て

三

人

各
六

百

九

十

四

文
の

稼
を

な
せ

ば

尚
依

然

た

る

旧
藩
士

に

異
な

ら

ず

商
売
の

道
艱
難

な

り

と

雖
も

屈

強

な

る

身
体

を

以

て

一

日

に

六

百

九

十

四

文
の

銭
は

得
難
き

に

非
ら

ず

人

力

車
を

牽
て

十

町
の

路

を

往

来
す

れ

ば

半

時
の

間
に

得

べ
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石
よ

り

二

十

石

多
き

も

三

十

石

に

出

で

ず

此

利
潤

を

六

人

の

家
内
に

配

分
せ

ば

人

力

車
の

利
に

及

ば

ざ

る

ヿ

遠
し

加

之

今

の

士

族
に

は

既
に

軍
役
の

勤
も

あ

ら

ず

労
せ

ず

し

て

報
を

得

ん

と

す

る

は

男
子
の

耻

つ

可
き

所
な

り

然
る

を

尚
も

此

の

米

に

粘

着
し

て

独
立

の

活

計
を

立

て

ん

と

す

る

者

な

き

は

果
し

て

何

の

心

ぞ

や

人

心

の

暗

愚
斯
の

如

く

な

る

と

は

実
に

不

可

思

議
な

れ

〓

其
本
を

尋
れ

ば

数
千

百

年
先
入

す

る

所

主

と

為

り

て

事
の

利
害

得
失

を

顧
み

ず

妄
に

商
売
工

業
を

軽

蔑
し

て

こ

れ

を

学
問
と

思
は

ざ

る

の

罪

な

り

今
こ

の

帳

合
の

法
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此

輩
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を
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独
立

の

大

志

を

起
さ

し

め

ん

と

す

る

の

趣
意
な

り

一

書
中

都
て

金
の

高
を

書
く

に

何
千

何
百

何
十

と

記
さ

ず

し

て

一

よ

り

九

ま

で

の

数

字
を

用
ひ

其
数
字
の

位

を

見
て

金

高
を

知

る

ヿ

恰
も

算
盤
の

桁
を

見
る

が

如

し

左
に

其
一

例
を

示

す

一

二

三
、

四

五

〇
、

〇

〇

〇

は

十
二

万
三

千
四

百
五
十

円

な

り

一

二
、

三

四

五
、

〇

〇

〇

は

一

万
二

千
三

百
四

十

五

円

な

り

一

、

二

三

四
、

五
〇

〇

は

千
二

百
三

十
四

円
五

十

銭

な

り

一

二

三
、

四

五

〇

は

百
二

十

三

円
四

十
五

銭

な

り

一

二
、

三

四

五

は

十
二

円
三

十
四

銭
五

厘

な

り

右
の

如

く

同
し

数

字
に

て
も

其
位
に

由

て

十

倍

つ

ゝ

の

高
下

． 

ノ
／ 

吉

中

郊

矢［？

さ干

？し

ヲ

γ 

v 

え
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怜
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司
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あ

る

な

り

多
く

数
字
の

重

な

る

〓

は

三

字
毎
に

、

の

点
を

打

て

百
と

千
と

十

万
と

百

万
と

の

位
を

分
つ

本

文
に

は

円
の

位

と

銭
の

位

を

明

に

分
つ

た

め

横
に

線
を

引
け

り

或
は

品

物
一

つ

の

価
何

円

何

銭

替
と

云

ふ

処
に

線
を

用
ひ

ず

し

て

譬
へ

ば

円
一

二
、

七

五

セ

文

と

記
し

た

る

は

十

二

円
七

十

五

銭

替
の

印

な

り

此

数
字
の

用

法
は

初

学
に

不

適
当
の

や

う

な

れ

〓

決
し

て

然

ら

ず

訳
者
も

最
初
は

自

か

ら

紛
ら

は

し

く

思
ひ

折
節
位

を

誤
る

ヿ

も

あ

り
し

が

五

六

枚

翻

訳
す

る

内

に

直
に

こ

れ

に

慣
れ

日

本

流
に

金

の

高
を

記

す

よ

り

も

遙
に

便

利
な

る

を

覚

へ

た

る

ヿ

な

れ

ば

誰
に

て

も

四

五

日

の

熟
練
に

て

容

易
に

出
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来
る

ヿ

な

る

可
し

一

此

書
は

半
紙

の

本

な

る

ゆ

へ

唯

諸

帳

面
の

雛

形

を

示

す

の

み

こ

れ

を

実
地

に

用

る

に

は

竪
八

行
乃

至

十

行
横

四

五

十

段

計

り

の

大

形

の

系
版

を

彫

刻
し

美

濃
紙

か

西

の

内

位

の

大

紙
に

朱
か

籃
に

て

極

々

薄
く

摺
立

て

之

を

帳
面
に

綴

し

日

記

帳
に

て

も

大

帳
に

て

も

実
地
に

事
を

記
す

〓

は

此

書
中

の

雛

形
に

墨
の

線
あ

る

例
に

傚

て

薄
き

朱
の

系
の

上

に

一

々

墨
に

て

線

を

引
く

可
し

西

洋

帳
合

の

法
は

皆
こ

の

風

な

り

故
に

彼
の

国

の

帳

場
に

は

必

ず

系

引
の

道
具
を

備
へ

り

日

本
の

店
に

て

厚

さ

一

尺

余

も

あ

る

べ

き

大

福

帳

へ

子

供
の

清

書
の

如

き

大

文
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字
に

て

帳
合

す

る

と

は

大

に

趣
を

異
に

せ

り

一

此

書
は

原

本

の

直

訳
な

れ

〓

彼
の

国
人

の

姓

名

を

直
に

訳
し

て

は

日

本

人

の

耳
に

慣
れ

ず

し

て

混

雑
を

生

ず

可
き

が

故
に

仮

に

日

本

普

通
町

人

の

名
と

入

替
へ

何
屋

何

屋
と

記
せ

り

一

売
買
品

の

名

も

日

本

人

の

見

聞
に

稀
な

る

も

の

は

他

の

品
と

入

替
た

る

ゆ

へ

或
は

直

段

に

不

相

当
な

る

ヿ

も

あ

る

可

し

又

尺

と

記

し

た

る

は

原

書
の

ヤ

ア

ル

ド

の

字
を

訳
し

た

る

な

り

一

ヤ

ア

ル

ド

は

我

邦
の

曲

尺

三

尺
に

当
る

故
に

此

書
中

に

一

尺

と

あ

る

は

其
実
三

尺

の

ヿ

な

り

一

原

書
に

あ

る

シ

ン

グ

ル

、

エ

ン

タ

リ

の

字
を

此

書
に

略

式
と

訳
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し

ド

ウ

ブ

ル
、

エ

ン

タ

リ

を

本

式
と

訳
し

た

れ

〓

此

訳
字
よ

く

原

意
に

叶

ふ

も

の

に

非

ず

シ

ン

グ

ル
、

エ

ン

タ

リ

と

は

一

重
に

記

す

と

云

ふ

義
ド

ウ

ブ

ル
、

エ

ン

タ

リ

と

は

二

重
に

記

す

と

云

ふ

義
な

り

追

刻

第
二

編
の

総
論
に

も

云

へ

る

如

く

ド

ウ
ブ

ル
、

エ

ン

タ

リ
は

同

じ

高
の

借

貸
を

大

帳
へ

二

重
に

も

三

重
に

も

扣

て

互

に

平

均

す

る

趣
向

な

る

ゆ

へ

斯
く

名

け

た

る

な

り

故

に

此

両

式

を

一

重
扣

の

式
二

重
扣

の

式
な

ど

ゝ

翻

訳
せ

ば

原

書
の

意
に

当
ら

ん

か

な
れ

〓

句

調

悪
し

く

し

て

朝
夕

の

唱

に

不

便

な

る

を

恐
れ

無

理

な

が

ら

も

略

式
本

式
と

訳
し

た

る

な

り

明

治
六

年
二

月
十

日

訳
者

記
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帳
合
之

法
巻
之
一

福

澤
輸
吉

訳

第
一

編

略

式

総
論

何

等
の

学
問
に

て

も

其
本
趣
意
の

価
を

知

ら
ん

と

す

る

に

は

学

問
の

由

来
を

尋
ね

其
開
け

た

る

順

序
手
続
を

心

得
べ

き

な

り

此

一

義
帳
合
の

学
問
に

於

て

最
も

然

り

抑
も

帳

合
の

学
は

数
学
の

一

箇
条
な

れ

ば

学
者

先
生

も

こ

れ

を

軽

蔑
す

可

き

理

な

し

然
れ

〓

其
由

来
を

見
る

に

古
よ

り

学
校
に

於
て

と

か

く

此

学
問
を

重

ん

ぜ

ず

し

て

他
の

六

つ

か

し

き

学
問
と

同
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に

取
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ひ

し
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き

は

心

得
違
と

云

ふ

可
し

畢
竟
其
日

用
に

欠

く

可
ら

ざ

る

事
た

る

を

知

ら

ず

し

て

大

切

な

る

学
問
の

位

を

誤

認
め

し

よ

り

し

て

斯
る

心

得
違
も

出

来
し

ヿ

な

り

憐
む

可
し

世

上

の

人

斯
の

如

く

美
に

し

て

斯
の

如

く

実
な

る

こ

の

帳

合

の

法
を

ば

少
し

も

知

ら

ず

し

て

徒
に

古
人

の

設
け

し

算
法
の

難

問
を

解
か

ん

と

し

或
は

将
棊
の

さ

し

手
を

工

夫
し

て

心

を

労
し

思

を

焦
し

自

か

ら

こ

れ

を

是
と

し

て

人

も

亦
こ

れ

を

誉
め

博
学
多
識
の

名
を

得
て

耻

つ

る

心

な

く

生

涯

得
意
の

顔
色
を

為
し

て

此

の

世

を

渡
り

其

実
用

の

働
に

至

て

は

僅
に

組

合

商
売
の

一

事
を

判
断
す

る

に

も

困

却

し

定
り

た

る
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を
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能
は

ざ

る

者

多
し

人

間
に

斯
る

奇

事
あ

ら

ん

と

は

実
に

不

思

議
な

る

ヿ

な

り

今
其

本

を

尋
る

に

帳

合
は

事
柄

の

学
問
に

て

商
人

の

仕

事
に

近
し

と

云

ひ

見
世

先
き

の

臭
気
あ

り

と

云

ひ

大

樽
の

取

扱
は

不

風

流
筵

包
の

運

送
は

殺

風

景
な

ど

ゝ

て

こ

れ

を

賤
し

む

る

よ

り

し

て

大

な

る

了

簡
違
も

出

来
し

ヿ

な

ら

ん

斯
の

如

く

こ

の

学
問
を

賤
し

く

視
做

せ

し

か

故

に

其
由

て

起
り

し

年
代
を

も

知

り

難

く

し

て

唯
こ

れ

を

推

量
す

る

の

み

な

れ

〓
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り
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に

事
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に
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吟

味

詮

索
と

工

夫
と

に

て

出

来
る

も

の

な

れ

ば

学
問
は

拠

な

き

ヿ

よ

り

生

ず

る

子
と

云

ふ

も

可
な

り

帳
合
の

学
問
も

右

の

通
り

に

て

畢
竟
拠

な

き

ヿ

よ

り

生

じ

た

る

者

な

り

と

の

ヿ

は

天

下

一

般
止

む

を

得
ず

し

て

皆
こ

の

学
問
を

日

用
に

施

す

を

以

て

知

る

可
き

な

り

人

の

こ

の

世

を

渡
る

有
様
を

形
容

し

て

云

は

ゞ

不

足
不

自

由

に

迫

ら

る

ゝ

も

の

と

云

ふ

可
し

渡
世

の

工

夫
目

途
は

こ

の

不

足

不

自
由

を

満
足
せ

ん

と

す

る

ヿ

よ

り

外

な

ら

ず

即

是
れ

人

間
の

拠

な

き

仕

事
な

り

こ

の

拠
な

き

場
合
よ

り

し

て

稼
の

道
も

起
り

倹
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の
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も

生
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人

生

の

不

自

由

を

満

足

せ

し

め

ん

に

は

よ

く

心

を

用

て

怠
ら

ざ

れ

ば

此

地

球
の

産
物

を

資
て

余
あ

る

可
し

是
れ

天

地

の

大

な

る

仕

掛
な

り

且

人

の

事
を

企

て

術
を

施
す

に

も

其

道
際

限

あ

る

〓

な

し

人

の

不

足

不

自

由

を

計
れ

ば

其

数

挙
て

云

ふ

可

ら

ず

随
て

こ

れ

を

満
足
せ

し

む

る

方
便
も

亦

甚
だ

多
し

故
に

此

職
業
と

彼
の

職

業
と

互

に

相

依

頼
す

る

は

唯

倹

約
の

道
と

云

ふ

可
き

の

み

な

ら

ず

実
に

止
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を

得
ざ
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の

勢
な
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汝
の
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の

汗
に

て

汝
の

食
を

食
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と

は
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の
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則
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土

地

を

耕
す

者
の

産
物
は

以

て

飢
の

不

自
由

を

満
足
せ

し

め

反

物

を

織
る

者
の

産
物
は

人

の

身
体

を

被
ひ

細

工

人

の

産
物
は

人

の

風

韻
を

悦
ば

し

め

学
者
は

人

の

心

を

養
ひ

説
法

者
は

人

の

精

神

を

開
き

人

足

は

物

を

荷
て

人

の

肩
を

軽

く

す

る

等
各
互
に

依

頼
し

て

或
は

心

を

慰
め

或
は

身
体

を

快
く

し

て

人

々

の

不

足

不

自

由

を

満
足
せ

し

む

る

な

り

斯
の

如

く

人

々

互

に

其

愉
快

満
足

を

交

易
す

る

ヿ

を

基
と

為
し

こ

ゝ

に

経

済
の

一

大

法
を

定
め

其

法
を

励
ま

し

て

世

に

行
は

れ

し

む

る

な

り

其
経

済
の

一

大

法
と

は

何
そ

や

云

く

商
売
是
な

り

こ

の

交
易
を

便

利
に

す

る

た

め

に

は

価
の

本
位

を

立

て

ゝ

商
売

h
kト

＼
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に

取

扱

ふ

品

々

の

位

の

高
下

を

定
め

ざ

る

可
ら

ず

こ

の

本
位
を

立

る

品

物
に

は

大

抵
金
と

銀
と

を

用
ゆ

こ

の

金

銀
は

亦

以

て

交

易
を

行
ふ

取

次

の

た

め

に

も

用
る

な

り

開
け

た

る

国
々

に

て

は

金
銀
を

よ

き

程

に

分
て

貨
幣
を

造
り

其

価
を

記
す

る

た

め

に

極

印
を

押
し

て

証

拠
と

為
し

或
は

正

味

の

貨
幣

を

用
ひ

或
は

こ

れ

を

書
付
に

写
し

て

其

価
を

用
ひ

以

て

商
売
の

便

利
を

達
す

る

な

り帳

合
の

学
問
は

様
々

の

事
に

付

き

大

な

る

益
あ

る

も

の

な

れ

〓

其
格

別
に

入

用

な

る

所
は

前
条
に

云

へ

る

交

易
の

扣

を

為
す

の

一

事
に

在
り

若
し

も

此

の

扣

な

く
ば

交

易
を

為
す

毎
に

一

々

通



用
金

を

用
ゆ

る

筈
な

る

可
し

今
こ

ゝ

に

帳

合
の

法
の

一

端
を

示

す

ヿ

左

の

如

し

譬
へ

ば

こ

ゝ

に

八

兵

衛
と

云

ふ

百

姓

と

山

城

屋
と

云

ふ

織
物

屋

と

隣
合
に

住

居
し

て

八

兵

衛
の

作

出

し

た

る

穀

物
は

我
家
内
の

者

を

養
ひ

し

上

に

又

隣
の

家
内
を

も

養
ふ

可
き

程
に

多
か

ら

ん

隣
の

山

城

屋
に

て

織
り

し

反

物

も

亦

多
く

し

て

我

家
と

隣
の

家

と

二

軒
の

用
を

為
す

に

十

分

な

ら

ん

斯
る

場
合
に

て

は

八

兵

衛

も

山

城

屋
も

各

其

余
る

物

を

持
出

し

て

食
物

と

着
物

と

を

交

易

す

る

の

み

其

事
甚
た

易
し

是

等
の

交

易
に

は

固
よ

り

扣

を

用
る

程
の

ヿ

も

あ

ら

ず

且

亦

世

の

中
の

商
売
な

る

も

の

是
等
の

交

易
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に

て

事
を

終

ら

ば

如

何

な

る

愚
鈍

な

る

人

物

に

て

も

其

帳

合
を

見
て

分

り

兼

る

ヿ

も

な

か

る

可
し

然

れ

〓

こ

ゝ

に

又

趣
の

異
な

る

ヿ

あ

り

譬
へ

ば

山

城
屋
に

て

差
向

き

飯
米
の

入

用
あ

り

て

鄰

家
に

余
り

た

る

米
を

得
ん

と

思
へ

ど

も

丁

度
其

時
自

分
の

家
に

余
る

品

物
も

な

く

し

て

米
の

代
り

を

与

ふ

可
き

方

便

な

き

ヿ

あ

ら

ん

依

て

八

兵

衛
に

云

ひ

け

る

は

余
が

家
に

は

今
飯
米
の

入

用

あ

れ

〓

即

時
に

代

り

て

渡
す

ヿ

能
は

ず

君

若
し

余
が

面

目

を

信

じ

て

こ

れ

を

貸
す

ヿ

あ

ら

ば

今

余
が

取

掛

り
し

仕

事
の

出

来
上

り

次

第
直
に

代
り

の

品

を

与
ふ

可
し

と

の

談
し

に

て

八

兵

衛
も

こ

れ

を

承
知

し

乃

ち

山

城
屋
へ

米
を

送

り

て

双

方
の

間
に

約
束

圃圃..－：：.：：.』 1・

7
占
訓

1

7

日け
u

・
1

小
J

1
」ノ

，

ノ

／

yしユ宮

本官余アレ’ フ

よ，.，、
~rfマロ

ρ

物

ぜ〆

依

r7

レ

ι亡

一プ

二コF

リ
次
・
手
・
直

レ

ヲ
J

手
不
和

・

7
＼
～

リ
横
吾
、

ヤ
・
守

τ
h
u
’

un可

レノ

川仏
ヤブ

フ

友タ司ごノ＼

代 1長 ノし,L-. 

本

γ 
、．，、

・i;.P 

e
k
 

；
 j長ア＼

ム
一
パ

♂

y

ノ

句

1
’

ノ

ノレ

ノ＼

tV,u 

p
z

．，‘B
E
E
a
 

，
 

f
a
t’
 

t 

J-

}J 

11/ 

下「
ν 

l/ 

It. 

ー，

J'¥ 

山
山
内
昼

一
ア
差
向
会
1

』$
~ 

叙

示

ノ

プ了

eC
ぃ
ヘ
ベ
サ
デ

d
H・
1

J

~ 
‘，
、J

－

H
1
j

ネ
ノ
’
N
iH1

－

t

J

4HA
 

ニt

丁
・
度
其
時
町
内
A
］

ノ

イぶ

4き
7
司
i

・
兵
術
ュ

官、、、、、リ

7

2
4
1
 

ア
侍

・〆

グ

ア

ネ

ノ

ィて
ケ

,1-

y、

司一本

ス

4
h中
ル
r’m

ν 

プ－：＆：

に

P・h 
li' 

, .,; 

A
T

余

，刃

取
掛
・
リ
シ

／
－

T
T、
ン

ノ

ユエロ

J

波

つえ

プ

ァマ
γ

乃

ナ

山

城

屋

、

米

ヲ

送

7
ア

ν 

ノ

τ3 
VP  

フ
血
ハ

t 

、

人

九

社

ノ

ノ＼

国川

y

ふ々

ザ

ナ

Aq
－－一
火
水

1，ノ

/>, r:r, 

JI 

イ土

二名7 

ヌ又

ノ

ノ‘

薗圃圃

’、＇， t ~ .，＼，可←

I
’
 

・

1a－、
4
・寸
J

’
f

：
 

1
4
e
i
 

－
－‘ae
 

プ

，
ρ

，p
e
e
 

， 
ノ

来、
L 

，、
ノ

兵
衛
正
一

約
本



整
ひ

た

り

扨
こ

の

八

兵

衛
な

る

者
生

れ

付

極
々

記

憶
慥

な

る

男

な

ら

ば

よ

く

此

約
束
を

覚
へ

鄰
の

山

城
屋
へ

貸
あ

り
て

何
程

か

の

織
物
を

何
月

何
日

に

受
取
る

可
き

筈
な

り

と

の

ヿ

を

常
に

心

に

忘
る

ゝ

ヿ

な

か

る

可
し

さ
れ

〓

世

の

中
に

斯
く

記
憶
よ

き

人

も

稀
な

れ

ば

八

兵

衛
と

て

も

此

約

束
を

唯

自

分

の

胸
に

の

み

記

憶
す

る

を

不

安

心

に

思
ひ

又

鄰
家
の

主

人

の

記

憶
の

み

を

頼
に

す

る

も

安
心

と

思
は

れ

ず

故
に

何
か

形
あ

る

も

の

を

作
り

て

後

の

日

に

品

物

を

受
取
る

可
き

証

拠
と

為
し

仮
令

ひ

以

前
の

約
束

は

忘
る

ゝ

と

も

或
は

其

約

束
を

為
し

て

事
に

関

係
し

た

る

当
人

は

不

在
な

る

も

此

証
拠
の

み

は

慥
に

存
し

て

双

方
の

た

め

に

便
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利
な

ら

ん

ヿ

を

願

ふ

可

し

即
ち

其

証

拠
と

は

紙
に

書
き

た

る

扣

な

り

此

事
に

付

き

約

束

を

践
む

可
き

筈
の

人

と

定
た

る

相

手
の

人

は

山

城

屋
な

り

故
に

八

兵

衛
の

方
に

て

扣

を

作
る

に

当
然
の

書
方
は

帳

面
に

山

城
屋
の

名

前
を

記
し

て

其

下
に

事
の

次

第
を

書
留
め

置
く

可
き

な

り

其

体

裁
左
の

如

し

山

城
屋

八

兵

衛
よ

り

米

何
俵

買
取

り

此

直

段

金

十

円

な

り
こ

の

代
り

と

し

て

何
月

何
日

織
物

何
反

渡
す

可
き

旨
こ

れ

を

約

束
せ

り

訳
者
註
日

本

流
の

帳

合

な
れ

ば

八

兵

衛
の

帳

面
に

は

八

兵

衛
を

主

人

に

立

て

山

城
屋
を

相

手
に

定
め

て

文
を

作
る

ゆ

；
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へ

帳
面

の

文
も

自
か

ら

八

兵

衛
の

言
葉
と

為
り

譬
へ

ば

米

何

俵

山

城
屋
へ

売
渡

し

此

直

段

云

々

と

記

す

な

れ

〓

西

洋

流
の

帳

合
に

は

八

兵

衛
の

帳
面

に

山

城
屋

と

口

取
の

場
を

立

て

ゝ

其

名

前
の

下
に

取

引
の

次

第
を

書
留
め

恰
も

他
人

の

書
き

し

文

言
の

如

し

即
是
れ

日

本

流
と

西

洋
流
と

帳
合

の

異
な

る

一

箇
条
な

り

故
に

西

洋
流
の

帳

合

を

見
て

山

城

屋
に

て

も

大

和

屋
に

て

も

人

の

名

前
あ

り

て

其

下
に

借

貸

の

扣

あ

ら

ば

其
扣

は

名

前
の

人

の

身
に

引
受
た

る

借

貸
の

の

有
様
を

書
留
め

た

る

も

の

に

て

借
は

其
名

前
人

の

借
に

て

帳

主

の

貸
な

り

貸
は

名

前
人

の

貸
に

て

帳

主

の

借
な

り
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と

思
ふ

可
し

右
の

如

く

記
す

〓

は

事
の

次

第
明
白
に

し

て
八

兵

衛
に

も

自
分

所
持
の

物

を

他

人

の

手
に

貸
渡
し

た

り

と

の

ヿ

に

付

き

十

分
の

証
拠
あ

る

可
し

若
し

こ

の

類
の

約
束
何
れ

も

皆
こ

の

通
り
に

て

入

組

み

し

ヿ

な

く

ば

別
に

簡
略

な

る

扣

の

法

を

工

夫
す

る

に

も

及
ば

ざ

る

ヿ

な

れ

〓

人

々

の

取

引
は

甚
だ

多
き

も

の

に

て

譬
へ

ば

八

兵

衛
も

山

城

屋
の

み

を

相

手
と

す

る

に

限

ら

ず

他

の

人

々

に

も

借

貸
の

約

束

あ

る

べ

け

れ

ば

其
帳

合
も

今
一

段

行
届

き

て

手

数
を

省
く

可
き

法
を

求
め

ざ

る

可

ら

ず

右
の

扣

に

著
し

た

る

正

味

の

事
柄

を

云

へ

ば

唯
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城

屋
が
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衛
へ

代

金

十

円
の

反

物

を

借
る

と

云

ふ

ま

で

の

ヿ

な

り

こ

の

事

に

付

き

何
か

変
り

た

る

箇
条
の

差
起
る

ヿ

あ

ら

ば

其
箇
条
は

唯

こ

の

借

を

残
ら

す

返
す

か

少
し

く

返
す

か

残
ら

す

返
し

て

余
る

ほ

ど

に

品

物

を

渡
す

か

或
は

少
し

も

返
さ

ず

し

て

重
ね

て

又

借

る

か

是
等
の

箇
条
よ

り

外

な

ら

ざ

る

な

り

故

に

人

に

物
を

貸
し

て

こ

れ

と

取

引
す

る

に

は

唯

二

つ

の

事
あ

る

の

み

即
ち

借
る

と

借
ら

る

ゝ

と

の

二

箇
条
な

り

こ

の

二

箇
条
は

如

何
に

も

相

対
し

相

反

し

た

る

も

の

に

て

両

様
相

同

じ

き

〓

は

互

に

相

消
し

て

何

も

な

き

に

等
し

き

な

り

故

に

こ

の

相

反

対
し

た

る

両

様
の

箇
条
を

其
事
に

関
係
せ

る

人
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の

名

前
の

下

に

記
し

て

其

事
柄

を

明
に

し

一

日

に

て

両

様
の

釣

合
を

分
る

や

う

に

書
留
る

ヿ

は

甚
た

易
し

其

例
左
の

如

し

山

城

屋

借

貸

一

月
二日

米

拾

俵

一

〇

一

月
十五

大
巾
羅
紗
一

丈

一

〇

三

月
一日

麦

拾
五

俵

一

二

五

〇

正

金

五

此

書
方
は

用
来
り

に

て

簡
略

な

れ

〓

詳
に

し

て

実
用
に

叶

ふ

も

の

と

す

こ

れ

を

勘

定
書
と

名

く

即
ち
こ

の

書
付

の

通
り

に

て

山

城
屋
と

の

取

引
を

記
し

た

る

も

の

な

り

書
付

を

上

下

二

段
に

分

ち

上

の

段

に

は

山

城

屋
よ

り

我
方
へ

対
し

て

同

人

の

借
の

高
を

記
し

下

の

段

に

は

我

方
よ

り

山

城
屋
へ

対
し

て

我
方

の

借
を

記

名
J
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し

た

る

が

故
に

双

方
の

高
を

差
引
し

て

過
不

足
を

見
れ

ば

其
過

不

足
は

我
方
よ

り

山

城
屋
へ

貸
し

た

る

も

の

か

山

城

屋
よ

り

我

方
へ

貸
し

た

る

も

の

か

両

様
の

外
な

ら

ず

即
ち

山

城
屋
が

我
に

借
る

〓

我
山

城
屋
に

借
た

る

よ

り
多
け

れ

ば

其
差
引
の

差
は

我

方
の

も

の

に

て

こ

れ

を

我
元

手
の

手
当
と

視
る

可
き

な

り

之
に

こ

と

か

へ

我
方
よ

り

山

城
屋
に

借
る

ヿ

同

人

が

我
に

借

り

た

る

高
よ

り

も

多
け

れ

ば

其
差

引
の

差
は

山

城
屋
の

も

の

な

れ

ば

即

ち

同

人

の

元

手
に

し

て

我

方
の

借

な

り

右
の

勘

定
書
に

記
し

た

る

事
柄

を

解
き

明
ら

か

に

す

れ

ば

左
の

如

き

な

り

即

ち
一

月
二

日

山

城
屋
な

る

者

我

方
よ

り

十

円
に

て

米

拾

俵
を

買
て

其

代
を
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払
は

ず

同

月
十

五

日

大

巾
の

羅
紗
一

丈

を

我

方
へ

売
り

其
代
に

て

先
の

借
を

払
ふ

に

十

分

な

り

故
に

勘
定

書
の

上

下
に

記
し

た

る

金
の

高
正

し

く

相

対
し

て

差

引
の

過

不

足

な

く

同

じ

時
に

同

じ

位

の

物
を

交

易
し

た

る

に

異
な

ら

ず

又

三

月
一

日

に

同

人

十

二

円
五

十

銭
に

て

麦
拾
五

俵
を

買
て

其

時
に

代

金
を

払
は

ず

四

月
一

日

に

至

て

正

金
五

円
を

我
方
へ

払
ふ

た

り

こ

れ

に

由

て

山

城
屋
の

勘
定
に

は

十

二

円
五

十

銭
と

五

円
と

を

差
引
し

て

其
差

だ

け

不

足
な

る

ゆ

へ

同

人

は

我

方
へ

対
し

て

七

円
五

十

銭
の

借

あ

る

も

の

と

云

ふ

な

り

右

の

次

第
に

て

我
方
へ

は

目

に

見
る

可

き

書
付

の

証

拠

あ

り

て

物
を

失

ふ

ヿ

な

し

若
し

此

書
付

を

用
ひ

オ予一
プ
止

d

ん

ノ

ノレ

会
ノ こえ、

3
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J
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h
十
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ず

し

て

唯

記

憶
の

み

を

頼
に

す

る

ヿ

あ

ら

ば

折
節
は

こ

れ

を

忘

れ

て

損
亡

す

る

ヿ

あ

る

可
き

な

り

訳
者

註

第
六

丁
の

註
に

も

云

へ

る

如

く

西

洋
流
の

帳
合
に

は

取

引
の

先
の

人

の

名

前
を

記
し

其
処
に

あ

る

借

貸
の

差
引
は

当
人

の

身
に

引

受
た

る

有
様
を

記
し

た

る

も

の

ゆ

へ

日

本

流

の

帳
合
に

慣
れ

た

る

人

の

目

に

は

一

寸

紛

ら

は

し

く

見
ゆ

る

ヿ

も

あ

ら

ん

本
文
山

城
屋
の

勘

定
書
に

て

も

上

の

段
に

借
と

記

し

下

の

段
に

貸
と

記
し

た

る

は

山

城

屋
の

借

貸
に

て

此

帳

面

の

主

人

の

た

め

に

は

上

段

は

貸
に

し

て

下

段
は

借
な

り

日

本
人

に

分

り

易
く

す

る

に

は

或
は

こ

れ

を

出

と

入

と

に

書
替

4
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へ

借

の

処
に

出

と

記
し

貸
の

処
に

入

と

記
し

な

ば

我

家
よ

り

金
が

出

我
家
に

金
が

入

た

り
と

云

ふ

考
に

て

初

学
の

者
に

便

利
な

ら

ん

と

思
ひ

訳
者
に

も

夫

等
の

頓

智
は

な

き

に

非

ざ

れ

〓

顧
て

又

考
れ

ば

方

今
世

の

中
に

外

国
の

交

易
次

第
に

行
は

れ

外
国

人

と

の

取

引

追
々

繁
く

な

る

に

従
ひ

帳

合
も

彼
の

国

の

風
に

一

様

な

ら

ず

し

て

は

必

ず

大

な

る

不

便

利

あ

る

可
し

と

の

見

込

に

て

わ

ざ

と

原

書
の

ま

ゝ

に

直

訳
し

て

借
の

処
に

借
と

記

し

貸
の

処
に

貸
と

記
し

た

る

な

り

又

十

円
と

記
す

可
き

処
に

一

〇

と

記
し

十

二

円

五

十

銭
の

処
に

一

二
、

五
〇

と

記
せ

り
こ

れ

も

西

洋

流
の

書
方
な

り

都
て

金

高
の

数

金、

刀

手＇］
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字
を

記

す

に

は

先
つ

金
の

位
の

場
所
を

定
め

円
の

位

の

処
に

一

〇

と

あ

れ

ば

十

円
な

り
一

二

と

あ

れ

ば

十
二

円
な

り
一

〇
〇

と

零
の

丸

を

二

付
れ

ば

百

円
一

〇

〇

〇

と

三

付
れ

ば

千

円

な

り

銭
の

位
の

処
に

て

五
〇

と

あ

れ

ば

五

十

の

印
に

て

五

十

銭
の

ヿ

な

り

尚

詳

な

る

は

凡

例
に

見
へ

た

り
こ

れ

も

初

学
の

人

に

は

合
点
し

難

き

ヿ

あ

ら

ん

か

と

思
ひ

し

な

れ

〓

早
晩
一

度
は

ま

る

で

西

洋

流
に

な

る

可

き

世

の

中
な

れ

ば

最
初
よ

り

思

切

て

其
流
に

従

ひ

し

な

り

念

の

た

め

此

山

城
屋
の

勘
定
書
を

日

本

流
に

記
し

て

左
に

示

す

ゆ

へ

両

方
照

合
せ

て

流
儀
の

異
な

る

処
を

知

る

可
し

日

本

流

な

れ

ば

帳

面

は

横
帳
を

用
ひ

て

上

段

下

段
の

区
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別
な

く

帳

面
に

口

取

の

座
と

云

ふ

も

の

あ

り

て

譬
へ

ば

山
城

屋
の

座
の

処
を

開
き

見
れ

ば

其
書
方
左

の

如

し

山
城
屋

一

月
二

日

出

金
拾

円

米
拾

俵
代
か

し

十
五
日

入

金
拾

円

羅
紗
壱
丈
引
取

代

三

月
一

日

出

金
拾

円
五

拾
銭

麦
拾
五

俵
代
か

し

四

月
一

日

入

金
五

円

正

金
請
取

右
の

如

く

横
に

長
く

書
下
し

差
引
の

〓

は

出

と

入

と

を

一

づ
ゝ

拾
ひ

上

げ

て

勘

定
す

る

が

日

本

流
の

大

法

な

り

利
7

ク
帳
一
白
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ノ
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右
の

次

第
に

付

き

双

方

の

間
に

物

を

交

易
し

て

一

方

は

其
物

を

直
に

渡
さ

ず

し

て

時
を

延

引
す

る

〓

は

其

事
柄

を

書
留

め

て

扣

を

作
ら

ざ

る

可

ら

ず

帳

合
の

法
と

は

即
ち

こ

の

扣

の

書
留
を

元

に

し

て

用
を

便

ず

る

ヿ

な

り

前
に

記
し

た

る

趣
に

由

て

こ

れ

を

見
れ

ば

明
に

左
の

箇
条
を

知

る

可

し

即

ち

勘

定

書
は

上

下
二

段
に

分
ち

上

を

借
と

名
け

下

を

貸
と

名

く

借
の

方
へ

は

其
名

前
の

人

の

我
方
へ

借
り

た

る

高
を

記
し

貸
の

方
へ

は

其
人

に

対
し

て

我
方
の

借
を

記
せ

り

借
の

方

多
け

れ

ば

其

多
き

だ

け

の

差
は

我
貸
し

た
る

高
な

り

貸
の

方

多

け

れ

ば

其

多
き

だ

け

の

差
は

我

借
り

た

る

高
な

り

故
に

借
の

方
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に

余
り

た

る

高
は

こ

れ

を

我
身
代
又

は

元

手
と

も

云

ふ

可
し

貸

の

方
に

余
り

た

る

高
は

こ

れ

を

我
借
財

又

引

負
と

も

云

ふ

可
き

な

り

往
古

帳
合
の

法
の

始
て

世

に

行
は

れ

し

頃
は

商
売
す

る

に

も

前

条
に

記
せ

る

勘
定
書
の

法
の

み

を

用
ひ

て

不

自

由

も

な

か

り

し

ヿ

な

ら

ん

此

時
代
に

は

商
売
の

道
も

狭
き

ヿ

な

れ

ば

唯

其
出
入

借

貸
を

書
面
に

記
し

置
き

人

の

記
憶
を
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に

せ
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と

云

ふ
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で
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ヿ

に

て

差
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か

り

し

な

り

さ

れ
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世
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商
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に
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貸
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第
に
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に

至
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其
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世

間
一

般
の

仕

来
に

て

商
人

の

家
に

は

必
ず

日

記

帳
を

作
り

毎

日

差
起
る

所
の

事
柄

を

其
時
に

随
て

記
し

置
く

の

風
と

な

れ

り

今
こ

ゝ

に

日

記

帳
並
に

大

帳
の

書
法
を

示
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ん

た

め

一

例
を

挙

る
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黒
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二

重

三

丈

円
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貸
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引
金
ニ

テ

七

五

右
に

記
し

た

る

日

記
帳
の

書
留
を

大

帳
へ

写
す

に

は

其
書
方
左

の

如

し

大

帳
と

は

勘
定
の

差
引
書
を

帳

面
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作
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な
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大
帳

借

大

和

屋

貸

一

月
三
十

日

品
物

一

一

五

二

月
一日

差
引
金
ニ

テ

七

五

日

記

帳
の

便

利
な

る

ヿ

二

様
あ

り

第
一

日

々

商

売
の

手
続
を

記

し

て

順

序
を

誤

ら

ず

其
便

利
一

な

り

日

記

帳
に

商

売
取

引
の

事

を

委
し

く

記
せ

ば

大

帳
へ

は

唯

其
勘
定
の

み

を

写
し

て

手
数
を

省
き

大

帳
の

面
を

簡
略
に

す

る

を

得
べ

し

其

便

利
二

な

り

略

式
の

帳
合

に

用
る

日

記
帳
と
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た

る

商

売
の

取

引
を

記
す

の

み

な
れ

〓

事
に

念

を
入

る

ゝ

人

は

金
銀
の

出
入

他

の

手
形
の

受
取

渡
し

自
分

の

手

形
の

仕

出
し

其

手
形
の

引
替
等
或
は

他
人
に

関
係
な

き

ヿ
に

て
も

詳
に

こ

れ

を

書
留

め

ざ
る

可

ら
ず

故
に

是
等
の

事
を

記
す

た

め

に

は

別
に

又

帳
面
の

種
類
あ
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左
の

例
は

其
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簡
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な
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払
口

手
形

番

手
形
渡

ノ

月
日

差
図
人
又

請
取
人

引
受
人
又

仕
出
方

月
日

日

限

渡
シ

日

金

高

月
日

始

末

明

治
六

円

セ

ン

明
治
六

一

一

ノ

十
二

尾
張
屋

此

方
一

ノ

十
二

十

五
日

一

ノ

三

十
一

五
〇

一

ノ
三

十

払
ス

ミ

二

三

ノ

一

三

河
屋

此

方

三

ノ
一

九
十
日

六

ノ

二

七

五
〇

三

三

ノ

一

遠
州
屋

此

方

三

ノ

一

六
十
日

四

ノ

五

三
〇

〇

(

訳
者

註)

手
形
と

は

為
替
手
形
の

類
を

云

ふ

な

り

譬
へ

ば

こ

の

帳

面
を

駿

河
屋
の

帳

面

と

し

駿
河
屋
は

兼
て

山

城
屋
並
に

大

和

屋
へ

取

引
す

る

者
に

て

山

城
屋
よ

り

駿

河
屋
へ

渡
す

可
き

金
五

百

円
あ

る

〓

山

城
屋
に

て

手
形
を

作
て

駿

河

屋
へ

渡
し

一
t

沖

ード
ト
ド
い
川
寄

ル
者
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こ

の

手
形
を

証

拠
に

し

て

五

百

円
を

大
和

屋
よ

り

受
取
る

可

し

と

差
図
す

る

ヿ

あ

り

然
る

〓

は

山

城
屋
は

差
図
人

に

て

大

和

屋
は

引

受
人

な

り

或
は

兼
て

大

和

屋
よ

り
金

子

五

百

円
を

払
ふ

可

し

と

の

手
形

を

仕

出

し

て

こ

れ

を

山

城
屋
へ

渡
す

か

又

は

他

人

へ

渡
し

た

る

も

の

次

第
に

受
取

渡
し

の

人

を

経
て

遂
に

山

城
屋
の

手
に

入

る

ヿ

あ

れ

ば

山

城
屋
は

こ

の

手

形
の

裏
に

自
分

の

姓

名

を

記

し

て

こ

れ

を

駿

河
屋
へ

渡
す

べ

し

駿

河

屋
は

正

金

五

百

円

の

代
り
に

此

の

手
形

を

受
取

り
こ

れ

を

大

和

屋
へ

渡
し

て

金

と

引
替
に

す

る

な

り

然

る

〓

は

山

城
屋

は

請
取

人

に

て

大

和

屋
は

仕

出

方

な

り

こ

の

手
形

を

受
取

口

コ

ノ

手

形
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の

手
形

と

云

ふ

。
本

文

の

表
に

あ

る

番
と

は

諸

方
よ

り

駿

河

屋
へ

手
形

を

受
取

た

る

順

番
を

記
し

た

る

も

の

な

り

。
手
形

請
取
の

月
日

と

は

駿

河
屋
へ

手
形

を

受
取

た

る

月
日

な

り

。

差

図
人

請
取

方

引

受
人

仕

出

方

の

ヿ

は

前
に

詳
な

り

。
月
日

と

は

山

城

屋

か

又

は

大

和

屋
に

て

手
形

を

作

り

し

〓

の

月
日

な

り

。
日

限

と

は

手
形

を

作

り

し

日

よ

り

金

を

渡
す

日

ま

で

約
束
の

日

限

な

り

。
渡
し

日

と

は

大

和

屋
に

て

金

を

渡
す

日

な

り

。
金

高
と

は

手
形
面
の

金
の

多
少
な

り

。
月
日

始

末
と

は

何

月
何

日

如

何
な

る

始

末

に

な

り

し

や

の

次

第
な

り

払
口

手
形
の

次

第
は

左

の

如

し

尾
張
屋
に

て

差

図
の

手
形
を
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作
て

直
に

駿

河
屋
よ

り

金
を

受
取
る

か

又
は

こ

の

手
形
を

他

人

に

渡
し

て

駿

河
屋
よ

り

金
を

受
取

ら

し

む

る

な

り

然
る

〓

は

尾

張
屋
は

差
図
人

な

り

或
は

又

駿

河
屋
に

て

作

り

た

る

手

形
を

尾

張
屋
へ

受
取

り

尾
張

屋
に

て

こ

れ

に

裏
書
し

て

ま

た

駿

河
屋
へ

返

し

金
を

受
取

る

〓

も

あ

り

然

る

〓

は

尾
張

屋
は

受
取

方

な

り

右

何
れ

も

金
を

払
ふ

者
は

駿

河
屋
な

る

ゆ

へ

引

請
人

仕

出

方
は

此

方

と

記
せ

り

右
は

畧

式
に

用
る

帳

合
の

簡
畧

な

る

仕

方

な

れ

〓

商
売
の

扣

に

は

欠

く

可
ら

ざ

る

も

の

に

て

一

と

通
り

の

用
弁
に

は

十

分

な

る

可
し

こ

の

第
一

編
の

教
に

於

て

は

略

式
の

諸
法

を

記
し

稽
古
人

作
手
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を

し

て

次

第
に

む

づ

か

し

き

処
に

進
み

第
二

編
に

説
く

所
の

本

式
の

帳

合
を

解
す

る

に

易
か

ら

し

め

ん

と

す

る

な

り

本

文
の

問
題

一

学
問
の

本

趣

意
の

価
を

知

る

に

は

如

何
す

可

き

や

二

こ

の

一

義
帳

合
の

学
問
に

於
て

最
も

然

る

は

何
故

三

帳

合
の

学
問
を

他

の

学
問
と

同
様
に

取

扱
は

ざ

る

は

何
故

四

人

の

こ

の

世

を

渡
る

有
様
は

如

何

五

こ

の

拠
な

き

場
合
よ

り

何

事
が

起
る

や
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六

如

何
し

て

人

生
の

不

自

由

を

満
足
せ

し

む

可
き

や

七

人

の

不

足
不

自
由

を

満
足
せ

し

む

る

た

め

何

等
の

仕

方

世

に

起
る

や

八

人

の

種

類

身

分

の

二

三

を

挙
け

其
互
に

依

頼
す

る

模
様
は

如

何

九

商
法
の

基
と

為
り

て

其
法
を

励
ま

す

も

の

は

何
も

の

な

る

や

十

こ

の

交

易

商
売
を

便

利
に

す

る

は

何
も

の

な

る

や

十
一

こ

の

本

位

を

立

る

に

は

何
も

の

を

用
る

や

十
二

帳

合
の

学
問
の

格
別
に

入

用
な

る

所
は

何

事
に

あ
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る

や

十

三

八

兵

衛
と

山

城
屋
と

の

間
に

穀

物

と

織
物

と

を

同

時
に

交

易
せ

り

是
等
の

交
易
に

控

を

用

る

ヿ

実

に

必

用
な

る

や

十
四

織
物

の

渡
方

延

引
す

れ

ば

何
故
に

紙
に

書
き

た

る

扣

を

用
る

や

十
五

上

に

示

し

た

る

例
に

於
て

八

兵

衛
の

方
に

て

扣

を

作
る

に

其
当
然

の

書
方
は

如

何

十

六

こ

の

扣

は

明

白

な

る

や

十
七

今
一

段

行
届

き

て

手
数
を

省
く

可

き

法

を

求
る

は
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何
故

十

八

右
の

扣

に

著
は

し

た

る

正

味

の

事
柄

を

云

へ

ば

如

何

十

九

こ

の

事
に

付

き

起
る

可

き

変
は

如

何

二

十

人

に

物
を

貸
し

て

取

引
す

る

に

幾
許
の

箇
条
あ

る

や

二

十

一

こ

の

二

箇
条
の

釣
合
は

如

何

二

十

二

こ

の

相

反

し

た

る

二

箇
条
を

よ

き

や

う

に

記

す

法

は

如

何

二

十

三

こ

の

書
方

を

何
と

名

る

や
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二

十

四

こ

の

勘
定
書
に

は

何
を

記
し

た

る

や

二

十

五

勘

定
書
の

上

下

の

段
に

は

何
を

記
す

や

二

十

六

勘
定
書
の

双

方

の

高
を

差
引
し

た

る

過
不

足
は

何

も

の

な

る

や

二

十

七

山

城
屋
と

の

勘
定

書
に

あ

る

事
柄

を

解
き

明

ら

か

に

す

れ

ば

何

事
な

る

や

二

十

八

双

方
物

を

交

易
し

て

一

方
は

直
に

其

物

を

渡
さ

ゞ

る

〓

は

如

何
す

可

き

や

二

十

九

こ

の

扣

を

元

と

し

て

用
を

便
ず

る

も

の

は

何
も

の

な

る

や
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三

十

勘

定

書
は

幾
段
に

分
つ

や

三

十
一

こ

れ

を

何
と

名
る

や

三

十

二

借
の

方

へ

は

何

を

記
す

や

三

十

三

貸
の

方
へ

は

何

を

記
す

や

三

十

四

借
の

方

多
け

れ

ば

如

何

三

十

五

貸
の

方
多
け

れ

ば

如

何

三

十

六

借

の

方
に

余
り

た

る

高
は

何

物

な

る

や

三

十

七

貸
の

方
に

余
り

た

る

高
は

何

物
な

る

や

三

十

八

往

古

を

按

ず

る

に

其
勘

定

書
の

法

如

何
な

り

し

や

三

十

九

こ

の

法
の

み

に

て

差
支

な

か

り

し

と
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何

故
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四

十

今
世

借

貸
の

商
売
繁
昌

の

日

に

至

て

は

右
の

外

何

等
の

扣

入

用

な

る

や

四

十

一

世

間
一

般

商
人

の

家
に

何

等
の

帳

面
を

用
る

や

四

十

二

日

記

帳
の

便
利

如

何

四

十

三

略
式
に

用
る

日

記
帳
と

大

帳
に

は

何

等
の

取

引
を

記

す

や

四

十

四

事
に

念
を

入

る

ゝ

人

は

右
の

外
に

何

等
の

事
を

記

す

や

四

十

五

如

何
し

て

こ

の

事
を

記
す

や
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略

式
帳

合

第
一

式

日

記

帳
並
に

大

帳
を

用
ゆ

但
し

諸
帳
面
一

般
の

始

末
は

記

さ

ず

し

て

唯
日

記

帳
と

大

帳
と

の

用
法
を

示
す

の

み

端
書

左
に

示
す

所
の

法

式
は

帳
合
の

最
も

簡
略

な

る

も

の

に

て

即
ち

日

記

帳
と

大

帳

と

の

事
を

記
す

な

り
此
式
は

唯
一

通
り
の

手
引

草
に

て

こ

の

二

帳
の

体

裁
と

用
法
と

を

示

す

ま

で

の

ヿ

な

り

但

し

こ

の

二

帳
は

其

用
の

最
も

広
き

も

の

な

り

商
人

た

る

者
は

何

時
に

て

も

自

分
の

商
売
の

有
様
を

慥
に

知
る

ヿ

緊
要
な

れ

ば

常
に

元

手
の

手
当
と

諸
向
の

払
口

と

を

調
べ

明

サ
内
払
？
？
？
一
ベ

日
記
帳
孟

－一

大

帳

7
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v
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に

こ

れ

を

書
留
め

ざ
る

可

ら

ず

即
是
れ

帳
合
の

大

趣
意
な

り

左

に

示

す

所
の

日

記

帳
と

大

帳
と

に

て
は

未

だ

全

く

其

趣

意
を

尽

さ

ゞ

れ

〓

他

帳
の

用
法
を

稽
古
す

る

前
に

大

凡

そ

元

手
と

払
口

と

の

模
様
を

合

点
す

る

た

め

先
づ

こ

の

二

帳
の

事
を

心

得
ざ
る

可
ら

ず

略

式
に

用
る

大

帳
は

商
売
に

取

引
す

る

人

々

と

の

関
係
を

示

す

も

の

な

れ

ば

唯

他
人

を

相
手
に

し

た

る

勘
定
の

み

を

記
す

な

り

故
に

日

記

帳
に

あ

る

事
は

尽
く

大

帳
へ

写
し

日

記

帳
に

も

唯
他

人

と

の

取

引
を

記
す

の

み

略

式
に

用
る

日

記

帳
は

簡
略
な

る

も

の

に

て

大

帳
の

面
に

借
方

す
t

ア

ガ

耐
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と

な

り

或
は

貸
方
と

な

る

人

の

名

前
を

記
し

借

方

な
れ

ば

借
の

字
を

記
し

貸
方

な

れ

ば

貸
の

字
を

記
し

其
次
に

金
の

高
と

事
の

次

第
を

記
し

然
る

後
こ

の

日

記

帳
の

書
留
を

大

帳
に

写
し

取

引

の

始

末

を

示

し

て

他
人

と

の

勘
定
を

明
に

す

る

な

り

此

第
一

式
に

示

す

所
の

帳

合
は

商

売
の

数
も

少
な

く

其

事
柄
も

入

組

し

ヿ

な

し

元

来

商
売
一

体
の

始

末

を

記
す

趣

意
に

は

非

ら

ず

唯
大

帳
の

面

に

顕
は

る

ゝ

扣

の

体
裁
を

示

す

ま

で
の

ヿ

の

み

な

り
学
者
宜

し

く

帳

面
の

体
裁
と

書
方
と

を

心

得
て

試

業
を

誤
る

ヿ

な

く

尚
進

で

次

の

法

式
に

入

り

次

第
に

研
究
す

可
き

な

り

但

し

名
前
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し

に

て

山

城

屋
の

事
は

大

帳
の

一

丁

に

写
し

伊

賀
屋
の

事
は

三

丁
に

写
し

た

り
と

の

印
な

り

大

帳
の

方
に

も

丁

数
を

記

し

て

日

記

帳
の

見
出

し

と

為
し

双

方
照

合
は

せ

て

帳
面
の

調
を

便

利
に

し

た

る

も

の

な

り

ァ
ム
、
成
屋
ノ
事
・
・
ハ

官
時
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稽
古
人

の

試

業
第
一

番

左
に

示

す

所
の

取

引
を

第
一

式
の

法
に

従
ひ

正

し

く

日

記
帳

に

記
し

て

又

こ

れ

を

大

帳
に

写
す

可
し

覚

一

月
一

日

山

城
屋
へ

麦
粉
一

石
拾

円
替
に

て

五

石

売
渡
し

代

金
差

引
大

和

屋
へ「
コ

ツ

ヒ

イ

」一
斤
十

一

銭
替
に

て

六

斤
上

茶

一

斤
七

十

五

銭
替
に

て

五

斤
売
渡
し

差
引
金
二

円
受
取

た

り

。
同
二

日

河
内

屋
よ

り

蜜
柑
一

箱
五

十

銭
替
に

て

五

十

箱
芋

一

俵
二

円
五

十

銭
替
に

て

五

十

俵
買
入

れ

代
金

差
引

。
同
三

日

和

泉
屋
へ

蜜
柑
一

箱
七

十

五

銭
替
に

て

十

箱
上

茶
一

斤
七

ーュ
市

川
い
は
1
7げ
一一i
v
は
A
Z
－

二
4
V
Jノ
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ヘ
ノ
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茅
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ム
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ヘ
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寸
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ヅ

じ

イ

し
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斤
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銭

替

二
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ム
ハ
斤

f
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斤
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十
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銭

替
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ア
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シ
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令
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十

五

銭
替
に

て

三

斤

売
渡
し

代
金

差
引
。
同

四

日

河

内
屋
へ

差
引
金
百

円
を

払
た

り

。
同
五

日

大

坂

屋
へ

大

巾
羅
紗
一

尺

三

円
替
に

て

二

尺

白

砂

糖
一

斤
八

銭
替
に

て

五

十

斤
金
巾
一

尺

十

銭
替
に

て

三

丈

売
渡
し

代
金

差

引
。
同
七

日

伊

賀
屋
よ

り

芋
一

俵
二

円
五

十

銭
替
に

て

十

俵
買
入

れ

代
金

差
引
。
同

八

日

伊

勢
屋

へ

芋
一

俵
三

円
替
に

て

五

俵
蜜
柑
一

箱
六

十

八

銭
替
に

て

十

箱
売
渡
し

代
金

差
引
。
同
十

日

河
内

屋
へ

正

金

五

十

円

を

払

た

り
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同
十
一
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志

摩
屋
へ

大

巾

羅
紗
一

尺

五

円

替
に

て

一

丈

売
渡
し

正

金

五

十

円
を

受
取

た

り
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同

十
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張
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斤
一

円
替
に

て

三

斤

粉
砂

糖
一

斤
十

二

銭
替
に

て

五

十

斤

売

渡
し

代
金

差

引

(
訳
者

註)

代
金

差
引
と

は

品

物

を

売
買
し

て

現

金
に

払
は

ず

以

前
の

勘
定
に

て

差
引
す

る

か

又

は

其
後
に

他

の

品

物

を

渡
す

か

又

は

正

金
を

払
ふ

か

何
れ

に

も

即

時
に

代
金
を

払

は

ず

し

て

か

け

に

す

る

ヿ

な

り

本
文
の

問

題

一

第
一

式
に

は

何

等
の

事
を
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す

や

二

此

式
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何
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を
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や
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四

第
一

式
に

て

全
く

此

趣
意
を

達
す

可
き

や

五

略

式
に

用
る

大

帳
に

は

何
を

記
す

や

六

日

記
帳
に

は

何
を

記
す

や

七

略

式
に

用
る

日

記

帳
に

書
留
る

体

裁
は

如

何

八

こ

の

書
留
た

る

事
を

何
へ

写
す

や

九

こ

れ

を

写
し

て

何

事
を

明
に

す

る

や

十

こ
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に
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略

式
帳
合

第
二

式

呉
服

太

物

商
売
の

日

記

帳
大

帳
金

銀
出

入

帳
を

記
し

末

段

に

商

売
の

始

末

を

示

す

但

し

商

売
は

繁
昌
な

り

端
書

此

第
二

式
に

於

て

は

第
一

式
よ

り
も

更
に

事
を

詳
に

し

て
一

体

の

始

末
を

記
し

帳
合
の

趣
意
を

十

分
に

示
し

て

何

時
に

て
も

我

商
売
の

有
様
を

明
に

知

る

可

き

な

り

金
銀

出

入

帳
は

其
功

用
の

大

な

る

も

の

な

り

即
ち

こ

れ

を

用
れ

ば

金
の

請
取

と

渡
方
と

を

記
し

手
元
に

あ

る

有
金
の

高
を

知

る

可
し

商
売
に

用
る

諸
帳

面
の

内
に

て

此

帳
面
も

亦

甚
だ

大

切

な

明
汁
・
1
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点
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る

も

の

と

す

故

に

物

事
に

念
を

入

る

ゝ

商
人

は

此

帳
面
を

用
ひ

ず

し

て

事
を

行
は

ん

と

す

る

者
な

し

手
元
の

金
は

何
時
に

て
も

こ

れ

を

計
へ

て

其
高
を

知

る

可
し

と

は

雖
〓

唯
こ

れ

を

計
へ

て

其
高
を

知

る

の

み

に

て

は

或
は

不

相

当
の

事
に

金
を

費
し

或
は

金
の

紛
失
す

る

ヿ

あ

る

も

こ

れ

を

糺
し

て

証
拠
を

求
む

可
き

術

な

し

故
に

今
金
の

出
入

を

正

し

く

記
し

て

其
出

入

の

差
と

現
に

手
元

に

あ

る

有
金
の

高
と

付

合
ふ

〓

は

金
の

取

扱
に

付
き

間
違

な

き

証

拠
と

為
る

の

み

な

ら

ず

一

体
の

商
売
も

慥
に

行
は

れ

し

と

の

ヿ

を

見
る

可
し

此

仕

方
を

除
く

の

外
は

他
に

間
違
を

糺
す

可
き

方
便
あ

る
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な

し

ノレ
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金
銀

出

入

帳
を

よ

く

用
れ

は

何
時
に

て

も

有
金
の

高
を

知

る

可

き

の

便

利
あ

り

こ

ゝ

に

此

帳
面

を

用
る

も

即
ち

其
趣
意
の

た

め

な

り

今
こ

の

第
二

式
に

用
る

出

入

帳
の

体

裁
は

一

般
の

商

用
に

適
当
し

て

最
も

よ

き

も

の

に

も

非

ざ
る

可
け

れ

〓

極
て

簡
略
に

し

て

解
し

易
き

も

の

な

り

通
例
商
人

の

家
に

て

は

毎
日

商
売
の

終
に

金

銀

出

入

帳

を
し

め

切

り

其
残
金
を

翌
日

の

元
金
に

廻
す

す

の

風
な

れ

〓

左
に

示
す

所
の

例
に

は

便
利
の

た

め

仮
に

こ

の

風
を

改
め

二

箇
月
の

金

銀
出

入

に

初
の

一

月
は

一

七

日

毎
に

し

め

切

り

後
の

一

月
は

月
の

末
に

一

度
ひ

し

め

切

り

唯

其
用
法
を

解
き

示

す

の

み

中
い

け
げ
v
b
F
’げ
ー…ι

ーしい
に
t
a
l
l
i
－－

－

M
2
y採
点
八
帳
ア
ヲ
ク
同
レ
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何
時
－
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－
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モ
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ア
知
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可
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便
利
ァ

7

3

、一
一
九

帳

面

7
月

ル

モ

即

ナ

英

整

志

ノ

タ

ィ

ナ
ヲ
人
ゲ
コ
ノ
手
一
一
、
武
二
月
ル
・
中
白
人
帳
ノ
体
栽
ハ
一
欺
ノ
商
用
－
一

通
常

7
7最
モ

ヨ

守

毛

ノ

ュ

モ

悲

ず

ル

す

ケ

レ

R

板
一
ア
簡
略
一

＼
 

－L
P

ア
鮮
－
Y

日

勿

守

モ

ノ

ア

7
J通
例
高
ヘ
ノ
家
－
：
プ

ρ

毎
日
南
北
安
，

除、

ニ
・
金
銀
中
山
〈
帳

7
シ
メ
知
？
其
残
金

7
翌
日
ノ
元
金
二
刻
、

ス

ノ

風

ナ

レ

氏

f
－
一
示
ス
碕
ノ
例
－
一
ハ
便
利
ノ
タ
メ
侠
－
一
コ
ノ

一

一

商

尽

ノ

金

銭

九

八

一

と

円

毎

－一シ

月

ハ

月

ノ

求

一

一

？

唯

共

同

法

テ

ヴ、、成

7
孜

メ

ノ

初

リ

ノ

後

ノ

併
記
4
l

不

ス

ニ
、
初
ノ

一
月
ハ

一
度
℃

メ

ヤ11

レ

ノ

ミ



第
二

式
は

第
一

式
よ

り

も

や

ゝ

深
き

処
に

歩
を

進
め

た

る

も

の

に

て

其
進

歩
の

模
様
は

末
段
の

惣
勘
定
に

て

見
る

可
し

但

し

こ

の

惣
勘
定
は

金

銀
出

入

帳
の

下
に

記
し

こ

れ

を

一

見
す

れ

ば

帳

合
の

大

趣

意
を

知

る

可
き

な

り

商
売
の

帳
面
を

取

扱
ふ

ヿ

に

付

き

最
も

願
ふ

可

き

一

事
は

取
引

の

始
末

を

よ

く

明
に

し

て

誤

な

か

ら

し

む

る

の

働

な

り

故

に

学

者
こ

れ

を

稽
古

す

る

〓

諸
式
の

末
段

に

記
せ

る

惣
勘
定
を

大

切

な

る

も

の

と

思
ひ

格
別
に

心

を

用
ひ

ざ

る

可
ら

ず

殊
に

其

惣
勘

定
よ

り

引
出

し

た

る

定

則
は

最
も

緊
要

な

る

も

の

な

り

(

訳
者

註)

本
文
に

金

銀
出

入

帳

を

一

七

日

に

し

め

切

る

と

記
し

恭
一一
、九
八
茅
一
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て

例
に

示

す

出
入

帳
に

は

六

日

毎
に

終
れ

り

彼
の

国
に

て

は

一

七

日

の

ヿ

を

一

「
井

イ

ク

」と
唱

へ

一

「
井

イ

ク

」に
一

日

の

休
日

あ

り

即
ち
「
サ

ン

デ

イ

」な
り

此

日

に

は

商
売
な

き

ゆ

え

一

七

日

と

云

ふ

も

其

実
は
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第二式

明

治

六

年

日

記

帳

四

月
一

日

一

丁

甲
州
屋
社
中

貸

品

物
代
目
録
ノ

通

四
、
〇

〇

〇

一

日

一

丁

伊
豆
屋

借

金

巾

壱
丈

一

二

セ

文

一

二

〇

打
ひ
も

五

尺

二

〇

セ

一

ふ

と
ん
地
木
綿

二

丈

一

〇

セ

二

大

巾
羅
紗

五

尺

円
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三
日

二

丁

相

摸
屋

借

ち
り
め
ん
ご
ろ

壱
丈
五

尺

円
一

文

一

五

糸
織

弐
丈

円
一

、

二

五

セ

二

五

四

〇

四

日

二

丁

武
蔵
屋

借

裏
地
絹

壱
丈

円
五

文

五

〇

装
束
飾
類

一

〇

六
〇

五
日

三

丁

安
房
屋

借

フ

ラ

子

ル

六

尺

五

〇

セ

文

三

絹
ご

ろ

壱
丈
弐
尺

円
一

、

五

〇
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一
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二

一
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五
日

三

丁

上
総
屋

借

紋
縮
緬

壱
丈
弐
尺

円
一

、

五

〇

セ

文

一

八

極
上
大
巾
羅
紗

六

尺

円

四
、

〇

〇

二

四

四

二

六
日

一

丁

伊
豆
屋

貸

差
引
金
ニ

テ

一

〇

八
日

三

丁

下
総
屋

借

木
綿
ふ
と

ん
地

弐
丈
五
尺

七

五

セ

文

一

八

七
五

女

物
く
つ

六

足

円
一

、

〇

〇

六

更
紗

壱
丈
弐
尺

一

五
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十
日

四
丁

常
州
屋

借

博
多
帯
地

弐

丈
五
尺

円
二

、
〇

〇
文

五
〇

紋

ご
ろ

五
丈

一

五

セ

七

五

〇

五

七

五

〇

十

二
日

三
丁

下

総
屋

貸

差
引
金
ニ
テ

一

五

同
日

四
丁

近
江
屋(

内

室
用)

借

麻
手
拭

拾
弐

六

紋
金
巾

壱
丈

二

五

セ
文

二

五
〇

海
気

壱
丈
四
尺

円
一
、
五
〇

二

一

二

九

五
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－
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十
五
日

一

丁

伊
豆
屋

(

息
女

用)

借

手
袋

壱
対

一

更
紗

壱
丈
弐
尺

一

五

セ

文

一

八

〇

ぼ
た
ん

三

組

二

五

セ

七

五

糸

八

玉

四

セ

三

二

三

八

七

十
六
日

四

丁

美
濃
屋

借

地
黒
紗

壱
尺

二

装
束
飾

一

五

三

五
〇

十
七
日

四

丁

常
州
屋

貸

飛
弾
屋
ヨ

リ
差
引
勘
定
ノ

差
図
ニ

テ

五

七

五

〇

条
心

一四丁
一美
濃
を

一

一

弛
ゑ
弥

一

張

品

不

仲

一
回
了
常
利
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一

一

兆
洋
注
ヨ
？
差
列
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芝
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問
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五
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十
七
日

五
丁

飛
弾
屋

借

常
州
屋
渡
リ
ノ

差
図
ニ

テ

五

七

五

〇

十
九
日

四

丁

近
江
屋

借

太

地
木
綿

弐
丈

五
〇

セ

文

一

〇

毛
織
羽
織
地

三

丈

三
〇

九

男
物
足
袋

壱
組
十
二

足

三

二

二

二

十
日

五

丁

飛
弾
屋

借

フ

ラ
ン

ス

羅
紗

壱
丈

円
四
、

〇

〇

文

四

〇

花
色
秩
父

五
丈

一

三

セ

六

五
〇

太

織
つ

む
ぎ

弐
丈

一

二

セ

二

四

〇

1

1
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惣
勘
定

左
の

惣
勘
定
に

記
す

所
は

前
の

大

帳
と

金
銀
出

入

帳
と

よ

り

集

た

る

も

の

に

て

帳

合
の

真
の

功

用
は

こ

の

惣
勘
定
に

由

て

始
て

明
に

見
る

可
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な

り
都
て

惣
勘
定
は

商
売
の

有
様

を

示

す

も
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な

れ

ば

其

所
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の
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と
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る

可
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に

眼

を

着
く

可
き

一

事
な

り

但
し

所

持
と

は

商

売
の

言

葉
に

て

云

ふ

所
の

身

代
又

は

元

手
の

ヿ

な

り

借
用
と

は

即
ち

払
口

又
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こ

の

商
売
の

例
に

示

す

所
の

元

手
と

払
口

と

は

其
種

類
甚
だ

少

き

が

故
に

こ

れ

を

合
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る
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容
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な
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を
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口
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円
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右
に

記
し

た

る

次

第
を

引
ま

と

め

て

左
の

定

則
を

得
る

な

り

定
則

第
一

現
在
の

身
代
を

知

る

に

は

元

手
の

高
よ

り

払
口

の

高
を

引
く

可
し

第
二
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売
の

利
潤
を

知
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終
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る

元
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元
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を
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の
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を
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を
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れ

を

教
る

に

は

唯

事
の

始

末

を

正

し

く

知

ら

し

む

る

の

み

な

ら

ず

前
に

示

し

た

る

法
に

従
て

惣

勘
定
の

書
付

を

も

作
ら

し

む

可

し第
一

例

こ

ゝ

に

一

商
人

あ

り

五

千

円
の

元
金

を

以

て

商
売
を

始

め

一

年
の

後
に

至
て

諸
帳
面

を

取

調
べ

し

に

其

勘
定
左
の

如

し

。
正

金

を

受
取

た

る

高
一

万
五

千
円

同

払
出

し

た

る

高
一

万

五

百

円

。
一

助

の

勘
定
借

千
五

百

円

貸
千

円

。
二

助

の

借
四

千

円

貸
三

千

五

百

円

。
三

助

の

借

九

百

七

十

五

円

貸
四

百

五

十
円

。
四

郎
の

借
四

百

八

十

三

円
七

十

五

銭

貸
三

百

円

。
仕

入

有
品

の

価
二

千

七

百

五

十

円

。
五

郎
に

借

り

た

る

高
千

五

百

円

。
右

～

レ

ナ

私

小

片
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ム則

一一
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a

一

均
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五
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ア
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調

元
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一
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狩
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の

通
り
に

て

一

年
の

終

に

元

手
の

高
は

何
程

な

る

や

一

年
の

間

に

得
た

る

利
潤
は

何
程

な

る

や

第
二

例

若

狭

屋
と

越

前
屋
と

会
社
を

結
び

左
の

元

手
に

て

商

売
を

始

め

た

り

即
ち

正

金
三

千

円

手

形
千

五

百

円

有

品

代

金
に

積
り

三

千

五

百

円
地

面

家

作
等
同
一

万
円
他

人

へ

差
引

貸
金
一

万
二

千

五

百

円
あ

り

。
六

箇
月
の

後
に

至

て

こ

の

会
社

の

元
手

と

払
口

と

の

高
左
の

如

し

即
ち

手
元

に

あ

る

正

金

千

五

百

円
バ

ン

ク

へ

預

け

金
四

千

円

手
形
三

千
五

百

円
有
品

三

千

七

百

五

十

円
地

面

家
作

等
一

万
五

千
円

他
人

へ

差

引
貸
金
五

千

円

。
手
形

引
替
の

た

め

社

中

よ

り

払
ふ

可

き

金

高
七

百

五

十

円

他

人

へ

差

可
d
E
ム
？

，、，
s
d
・
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手
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合
判
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引

借

金

千

五

百

円

あ

り

。
右

の

通
り

に

て

商
売
の

始
に

用
ひ

た

る

元

手
は

何
程

其
終
に

残

た

る

元

手
は

何

程
正

味
の

利
潤

は

何

程

な

る

や

稽
古

人

の

試

業
第
二

番

左
の

取

引
を

記
す

に

は

最

も

よ

く

心

を

用
ひ

ざ

る

可
ら

ず

第
二

式
の

帳

面
を

尽
く

用
ひ

其
法
に

従

て

帳
合

す

可

き

な

り

覚

七

月
一

日

元

金

千

五

百

円
を

以

て

商
売
を

始

め

た

り

。
加

賀
屋

よ

り

麦
粉
一

俵
八

円

替
に

て

五

十

俵
タ

ラ

シ

砂

糖
一

升
四

十

銭

替
に

て

一

石

四

斗
石

鹸
一

箱
四

円

替
に

て

十

二

箱
上

茶
一

箱
二

叶
川
刊
メ
ハ

h

，F
？

J

W

J

，

A
h〆〈

円

借

金

子

i
百
一
副
ア
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右

子
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茂
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右
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ヲ
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十

円
替
に

て

六

箱

買
入

れ

代
金

差
引
。

筆
紙

墨
買
入

代
並

に

雑

費
五

十

円

払
。

店
小

売
代
金

十

五

円
入

同
二

日

能

登
屋
へ

麦
粉
一

俵
九

円
二

十

五

銭
替
に

て

十

俵
石

鹸

一

箱
四

円
二

十
五

銭

替
に

て

四

箱
売
渡
し

代

金

差
引
。

車
力

賃

二

円

払
。

店
小

売
代
五

十

円
入

同
三

日

越

中
屋
へ

麦
粉
一

俵
九

円
五

十

銭

替
に

て

十
五

俵
上

茶

一

箱
二

円
五

十

銭
替
に

て

三

箱

売
渡
し

代
金

差

引
。
加

賀
屋
へ

差
引
金

二

百

円

払
。
店

小

売
代
七

十
五

円
入

同
四

日

越
後

屋
よ

り

タ

ラ

シ

砂

糖
一

升
五

十

銭
替
に

て

十

樽
十

二

石

煙

草
一

斤
六

銭
替
に

て

十
二

箱
三

千
七

百

五

十

斤
買
取

り

レ
、代
金
毛
九
九

O
筆
紙
V
変
更
へ

、代

主

資
rt

ド
鴎

咋

パ＼

」
げ
か
ふ
昔
、
代

金

十

円円

二
日
訴
を
室

、
参

什

一

諮

問

国

二

十

－ム
錠
督

一一

．体

十
’
尉吋一扶
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一

一プノ
ペ
箱
買
ヘ

五
圏
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体
、
必
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一一
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ア

十
五
銭
松
司

a

ア

ト

伶

石

陵
町

げ
箱
賞
、
成
シ
パ
ム
T

差
引

O
卒

。
守

二

局

枠

ハ日）

ム
や
ふ
主
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代
正
十
周
へ

テ
十
五
俵
司
よ

苓

一

同

一一一

日
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中
’
A
ヘ
永
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一

依

丸
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周
五
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な
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弘
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十
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ス
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川
ナ

、食
挫
す
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－
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代
金

差

引

。
佐
土

屋
へ

タ

ラ

シ

砂

糖
一

升
七

十

五

銭
替
に

て

一

斗
麦
粉
九

円

替
に

て

一

俵
売
渡
し

代
金

差

引
。

店
小

売
代
百

十

円
入

同
五

日

越
後
屋
へ

麦

粉
一

俵
九

円
替
に

て

五

俵

売
渡
し

代
金

差

引
。

越

中

屋
よ

り

差
引
金
五

十

円
入

。
店

小

売
代
百

五

十

円
七

十

五

銭
入

同

六

日

筆
紙

墨
代
五

円
五

十

銭
払
。

店

小

売
代
百

十

円
七

十

五

銭
入

同
八

日

丹

波

屋
よ

り

白

砂

糖
一

斤
六

銭
五

厘

替
に

て

千

斤
タ

ラ

シ

砂

糖
一

斤
五

十

銭

替
に

て

六

樽
四

十
石

買
取

り

代
金

差

引
。

l
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店
小

売
代
七

十

五

円
五

十

銭
入

同
九

日

書
役

雇

賃
五

十

円

払
。
店
小

売
代
五

十

円
入

同

十

日

店

小

売
代
八

十

三

円
三

十

銭
入

同

十
一

日

越
中

屋
へ

タ

ラ

シ

砂

糖
一

升
六

十

銭

替
に

て

一

斗
白

砂

糖
一

斤
七

銭
替
に

て

五

十

斤
麦
粉
九

円

替
に

て
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